
様式第１号（第５条関係） 

年  月  日  

  田野町長   様 

補助事業者 住 所               

氏 名             印 

電 話               

田野町住宅用太陽光発電設備及び蓄電システム導入費補助金交付申請書 

田野町住宅用太陽光発電設備及び蓄電システム導入費補助金交付要綱第５条の規定により、 

次のとおり補助金の交付を申請します。 

 

記 

補助金交付申請額 金              円 

発電設備等設置場所 田野町 

太陽電池の設備容量 ｋｗ 蓄電システムの設備容量 ｋｗｈ 

発電設備の設置費 円 蓄電設備等の設置費 円 

その他の補助金等  その他の補助金等の収入額 円 

建築区分 既存 ・ 新築 建築物所有者名  

設置工事期間 着手予定日    年  月  日  完了予定日    年  月  日 

添付書類 

（レ点でチェック） 

□ 経費の内訳が明記されている見積書の写し 

□ 発電設備等を設置しようとする住宅の位置図 

□ 工事着工前の現況写真 

□ 自己所有でない住宅に居住する者が当該住宅に発電設備等を設置する場合

は、当該住宅の所有者の承諾書 

□ 対象システムの概要が確認できる書類、又は仕様書の写し 

□ モジュール配置図の写し 

□ 誓約書兼同意書（別紙） 

□ 県税の滞納がないことがわかる書類 

□ その他町長が必要と認める書類 

 



別紙 

誓約書兼同意書 

年  月  日 

田野町長  様 

 

  私は田野町住宅用太陽光発電設備及び蓄電システム等導入費補助金の申請にあたり、以下のことに

ついて誓約します。 

 

＜暴力団排除に関すること＞ 
私は、以下のいずれにも該当していません。 
１ 高知県暴力団排除（平成22年10月22日条例第36号。以下「暴排条例」という。）第２条第１号に規
定する暴力団 

２ 暴排条例第２条第２号に規定する暴力団 

 ３ 暴排条例第２条第３号に規定する暴力団等 

 ４ １から３までに掲げるもの以外のものであって、次のいずれかに該当するもの 

 (1) 役員等が暴力団等に該当するもの 

 (2) 役員等が、業務に関し、暴力団等であることを知りながら当該者を使用し、又は雇用しているも
の 

(3) 暴力団又は暴力団等がその経営又は運営に実質的に関与しているもの 

(4) 役員等が、自己、その属する法人等若しくは第三者の利益を図り、又は第三者に損害を加えるこ
とを目的として、暴力団又は暴力団員等を利用しているもの 

(5) 役員等が、いかなる名義をもってするかを問わず、暴力団又は暴力団員等に対して、金銭、物品
その他財産上の利益を与え、又は便宜を供与する等直接的又は積極的に暴力団の維持又は運営に協
力し、 又は関与しているもの 

 (6) 役員等が、業務に関し、暴力団又は暴力団員等が経営又は運営に実質的に関与していると認めら
れる業者であることを知りながら、これを利用しているもの 

 (7) 役員等が、県との契約に関し暴力団又は暴力団員等が経営又は運営に実質的に関与していると認
められる業者であると知りながら、これを利用しているもの 

 (8) (1)から(7)までに掲げるもののほか、役員等が暴力団又は暴力団員等と社会的に非難されるべき
関係を有しているものを使用し、または雇用しているもの 

 ５ 暴排条例第１８条又は第１９条の規定に違反した事実があるもの 

 

＜不正受給に関すること＞ 
 私は、国及び高知県からの交付金、補助金、助成金等についても、不正受給をしていません。 
 
＜補助金の併用について＞ 
 当該補助金は他補助金と併用する場合、補助対象外となる場合があることを確認しました。 
 
＜町税に関すること＞ 
 田野町住宅用太陽光発電設備及び蓄電システム等導入費補助金の交付申請にあたり、町税等の納
付状況及び住民基本台帳の記録の状況について、町長が関係部局に報告を求めることに同意しま
す。  
誓約の内容に偽りがあった場合は、当該補助金の不交付の決定又は交付の決定の取り消し及びこ 
れに伴う補助金の返還に異議なく応じます。  

（自書） 
補助事業者 住所                  

 

氏名                  


